
令和７年度 第１回ところざわ学園地域連携推進会議報告書 

 

1. 日 時  令和 8年 2月 27 日（金） 10：00～12：00 

2. 場 所  ところざわ学園 多目的室 

3. 出席者   

     ところざわ学園職員 利用者代表   A 氏 

     ところざわ学園職員 利用者代表   B 氏 

     ところざわ学園職員 保護者代表   C 氏 

     地域代表              D 氏 

     ところざわ学園職員         E 

     ところざわ学園職員         F 

     ところざわ学園職員         G 

 

4. 次 第  10：00～ 

       (1) 開会 

①挨拶：職員 E 

②地域連携推進会議要綱に基づいた議長の選出：互選 

③議長決定：議長 職員 F 

④書記指名：書記 職員 G 

 

 (2) 自己紹介 

 

       10：15～ 

       (3) 報告・協議事項(別紙資料参照) 

         ①地域連携推進会議について：職員 E 

           外部の方々の訪問見学を実施することにより、障害や施設の

理解に繋がり、互いの情報共有、意見交換の場にしていきた

い。構成員について、他の北原町内の方々や民生委員・福祉

に知見のある方々も参加できるよう進めていき、より多くの

方々と関わりを深めていきたいと説明している。 

           質疑応答にて、特に意見なし 

 

         ②事業所説明：職員 G  

           事業所の方針のほか、施設入所利用者の入所者数、男女比、

平均年齢、平均区分、障害特性などについて説明している。

また、短期入所事業の事業説明、ほるんの事業説明、所沢市

との福祉避難所としての災害協定、緊急短期入所事業の受入

なども説明する。 



           質疑応答にて、地域代表 D氏より、障害特性によっては物を

取ってしまう事もあり、取ったものをトイレに流す、外に投

げるなど想定外の事がある事が理解出来た。 

           保護者代表 C氏より、一人一人違うので同時に多くの利用者

を支援するのは大変だと思っている。 

 

③利用者の日常の様子について：職員 G 

スライドショーを視聴 

質疑応答にて、地域代表 D氏より、最高齢の方は何歳になる

のか。 

職員 Gより、ところざわ学園では、60歳が最高齢ですが、法

人全体ですと 80 歳を超える方もいらっしゃいます。 

 

④事故・ヒヤリハットについて：職員 G 

    怪我、服薬ミス、集団感染について説明。 

    質疑応答にて、地域代表 D氏より報連相がすごく大事。自身

の失敗を他の職員がしないよう共有していく事が大切との話

あり。 

 

  ⑤その他(近隣との関係性等)：職員 E 

    北原町町内会や若松町会の皆さまには、運営協議会で協力頂

いており感謝している。法人祭や合同防災訓練などで挨拶す

る機会はあるが、時間をかけて直接施設に対してご意見をい

ただく機会はこれまでなかったので良い機会になったと思っ

ている。今後も町内会の方々をはじめ、近隣の方々と良好な

関係性を築いていきたいと説明している。 

    質疑応答にて、特に意見なし。 

 

11：15～ 

        (4)施設内見学 

           風邪症状の利用者が多く、感染予防のため 1寮・3寮・食堂・浴

室・短期入所居室・医務室の見学を実施。 

           地域代表 D氏より、施設は知っているが、建物の中に入る機

会はなかったので、利用者の生活している様子が見学できて

良かったと話しあり。 

      

 

 

 



        11：45～ 

        (5)意見交換 

           地域代表 D氏より：困難な事でも、職員の方が高圧的な対応

ではなく、丁寧に対応されていることが知れて良かった。話

しをしてくれた利用者の方が言葉の意味をきちんと理解して

いないまま話している場合もあり、何を伝えたいかを職員の

方がしっかりと聞き取っていたので、コミュニケーションの

大切さを理解出来た。地域で生活しているので、今後も協力

できることはしていきたい。 

           保護者代表 C氏より：家ではなかなか見られない中、職員の

方に支援していただいている事に感謝している。差し入れな

ど協力できることは続けていきたい。 

           利用者代表 A氏より：ところざわ学園で暮らすことになった

のでこれからも頑張っていきたい。イベントが楽しみ。 

           利用者代表 B氏より：ドーナツやおかしなどいろいろな物を

もっと食べたい。 

           職員 Fより：ところざわ学園の存在は地域の方も知っている

方が多いと思うが、今回の会議を通じて利用者像や障害特性

について知って頂く機会となったと感じる。園外活動などを

通じて今後も地域の皆さんと関係を築いていけたらと思う。 

 

           職員 G：障害者支援施設の情報開示としての透明化を図る上

でとても有意義な会合であったと思う。また、今後も地域に

発信しながら地域の皆様の理解や安心感につなげていくこと

で地域での共助関係を広げていけたらと思う。 

            

           職員 Eより：365 日 24 時間の集団生活においては、様々な問

題が日々発生しますが、利用者の皆さんが安心して暮らせるよ

う職員が頑張っている姿を直接見ていただき理解いただけたこ

とが良かった。今後も利用者の皆さんが安心して生活できる環

境を整えていく。 

 

12：00 閉会             

          以上 


